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東北地方の河川水質について
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て，本報告ほど多種の分析項目(前回は pH，Ca， Mg. Na， K. Fe.アルカリ度 SO..Cl， 













8ケ所，米代川水系に8ヶ所， 雄物川水系に 18ヶ所，最上川水系に12ケ所， 岩木川水系
に4ケ所，馬淵川水系に 3ケ所，それに湖沼として小川原湖，十和田湖，田沢湖，猪苗代
025 5o km 
、





ぬ | 河川名| 採水場所 I i*(晶APl鍾
1 赤 石 )1 青森県西津軽郡鯵ケ沢町山子 1955. 5~1956.3 6 
2 岩 木 JI 青森県中津軽郡岩木町 1955. 5~1956.3 6 
" " " 1972. 1O~1973. 9 12 
3 平 JI 青森県弘前市石川町 1955. 5~1956.3 6 
" " 青森県南津軽郡大鰐町宿河原 1972.10~1973.9 12 
4 浅瀬石川 青森県黒石市板留 1955. 5~1956.3 6 
5 岩 木 JI 青森県五所川原市五所川原町 1955. 5~1956.4 12 
6 荒 川(堤JI) 青森市金浜 1955. 5~1956.3 5 
" 曹 青森市高田 1972. 1O~1973. 9 12 
7 JI 内 JI 青森県下北郡川内町銀杏木 1955. 5~1956.3 6 
8 大 坪 JI 青森県上北郡天間林村坪 1955. 5~1956.3 6 
9 七 戸 JI 青森県上北郡七戸町 1955. 5~1956.3 6 
10 小川原湖 青森県上北郡上北町大浦 1955. 5~1956.3 6 
11 十和田湖 青森県上北郡十和田町子ノ口 1955. 5~1956.5 12 
12 奥入瀬川 青森県十和田市三本木 1955. 5~1956.4 12 
" " 青森県十和田市相坂 1972.10~1973.9 12 
13 五 戸 JI 青森県三戸郡五戸町 1955. 5~1956.3 6 
14 ，馬 淵 JI 青森県三戸郡福地村苫米地 1955. 5~1956.4 12 
嘗 .Y 青森県八戸市櫛引橋上流 1972.10~1973.9 12 
15 新井田川 青森県八戸市下田中沢 1955. 5~1956.3 6 
16 a馬 淵 )1 岩手県二戸郡一戸町岩館 1955. 5~1956.3 6 
17 安 比 JI 岩手県二戸郡安代町荒屋新町 1955. 5~1956.3 6 
18 久 慈 JI 岩手県久慈市大川目町三日町 1955. 5~1956.3 6 
世 " 曹 1972. 1O~1973.9 12 
19 長 内 )1 岩手県久慈市長内町柏木 1955. 5~1956.3 6 
20 安 家 JI 岩手県下閉伊郡岩泉町安家 1955. 5~1956.3 6 
21 本 JI 岩手県下閉伊郡岩泉町尼額 1955. 5~1956.3 6 
22 閉 伊 JI 岩手県下閉伊郡新里村茂市 1955. 5~1956.3 6 
持 M " 1972. 1O~1973.9 12 
23 大 槌 )1 岩手県上閉伊郡大槌町大ケ口 1955. 5~1956.3 6 
24 縄住居川 岩手県釜石市鵜住居町 1955. 5~1956.3 6 
25 盛 JI 岩手県大船渡市日頃市町長安寺 1954. 5~1955.3 6 
26 気 仙 JI 岩手県気仙郡住田町 1954. 5~1955.3 6 
27 丹 藤 )1 岩手県岩手郡岩手町川口 1955. 5~1956.3 6 
28 1じ 上 JI 岩手県盛岡市上回手掛松 1954. 5~1955.4 12 
" " 岩手県盛岡市館向町33番地先 1972.10~1973.9 12 
29 雫 石 JI 岩手県盛岡市太田 1954. 5~1955.3 6 
" " " 1972.10~1973.9 12 
30 稗 貰 JI 岩手県稗貫郡大迫町大槻 ! 附 5~防5.3 6 
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31 猿ケ石川 岩手県和賀郡東和町前郷 1954. 5-1955.3 6 
1 ， 1 1972.10-1973.9 1 
32 重量 沢 JI 岩手県花巻市志戸平 1954. 5-1955.3 6 
33 北 上 JI 岩手県北上市立花 1954. 5-1955.4 12 
1 1 N 1972.10-1973.9 12 
34 和 賀 )1 岩手県和賀郡和賀町 1954. 5-1955.3 6 
35 組 沢 JI 岩手県胞沢郡胆沢町 1954. 5-1955.3 6 
嘗 1 1 1972.10-1973.9 12 
36 婚 井 JI 岩手県一関市五串 1954. 5-1955.3 6 
37 北 上 JI 宮城県登米郡中田町 1954. 5-1955.4 12 
1 1 1 1972.10-1973.9 12 
38 一 迫 )1 宮城県栗原郡，鷲沢町 1954. 5-1955.4 6 一
39 迫 )1 宮城県栗原郡若柳町川南 1954. 5-1955.3 6 
1 1 1 1972. 10-1973.9 12 
40 江合JI(荒雄川) 宮滅県玉造郡岩出山町上官 1954. 5-1955.3 6 
1 1 1 1972.10-1973.9 1 
41 鳴 瀬 JI 宮城県志田郡三本木町 1954. 5-1955.3 6 
42 τti 回 JI 宮城県黒川郡大郷町粕川 1954. 5-1955.3 6 
43 広 瀬 JI 宮城県仙台市生出 1954. 5-1955.3 6 
44 碁 石 )1 宮滅県柴田郡川崎町碁石 1954. 5-1955.3 6 
45 名 取 )1 宮滅県名取市高館 1954. 5-1955.3 6 
46 自 石 JI 宮城県柴田郡大河原町大谷 1954. 5-1955.3 6 
1 1 1/ 1972.10-1973.9 1 
47 松 )1 宮域県刈田郡蔵王町遠刈田 1954. 5-1955.3 6 
48 阿武隈川 宮城県伊具郡丸森町 1954. 5-1955.4 12 
嘗 " M 1972.10-1973.9 1 
49 新 回 JI 福島県原町市南新田 1954. 5-1955.3 6 
50 夏 井 JI 福島県いわき市平赤井 1954. 5-1955.3 6 
51 鮫 )1 福島県いわき市遠野町根岸 1954. 5-1955.3 6 
52 阿武隈川 福島県西白河郡西郷村 1954. 5-1955.3 6 
53 釈迦堂川 福島県須賀川市 1954. 5-1955.3 6 
54 阿武隈川 福島県郡山市安原町 1954. 5-1955.4 12 
1/ 穆 樟 1972.10-1973.9 12 
55 阿武隈川 福島市小倉寺 1954. 5-1955.3 6 
56 摺 上 )1 福島市飯坂町 1954. 5-1955.3 6 
57 長 瀬 )1 福島県耶麻郡猪苗代町 1944. 4-1945.2 1 
58 猪苗代湖 福島県耶麻郡猪苗代町上戸浜 1944. 4-1945.2 1 
1/ 1/ 1/ 1972.10-1973.9 9 
59 大 JI 福島県河沼郡会津坂下町 1944. 4-1945.2 1 
" 1 1 1972.10-1973.9 12 
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61 坂 JI 秩田県鹿角市十和田瀬田石橋下流
62 大 湯 JI 秋田県鹿角市十和田
63 米 代 JI 秋田県鹿角市十和田錦木
1 1 M 
64 米 代 )1 秩田県北秋田郡比内町
65 米 代 JI 秋田県北秋田郡鷹巣町
" 1 " 
1 1 1 
6 藤 琴 JI 秋田県山本郡二ツ井町荷上場
67 米 代 JI 秩田県山本郡二ツ井町
68 阿 仁 )1 秩田県北秋田郡合川町
69 玉 JI 秋田県仙北郡田沢湖町
70 回 沢 湖 秋田県仙北郡田沢湖町生保内
H ' 1 
1・ fI " 
71 玉 )1 秋田県仙北郡田沢湖町舟場
72 玉 JI 秋田県仙北郡角館町白石
fI ' 1 
73 桧木内川 秋田県仙北郡角館町
74 玉 )1 秋田県大曲市花館
75 高 松 )1 秋田県湯沢市高松
76 雄 物 JI 秋田県湯沢市湯沢
1 " 1 
77 成 瀬 JI 秋田県平鹿郡橋田町
78 皆 瀬 )1 秩岡県湯沢市岩崎町
79 雄 物 JI 秋田県平鹿郡雄物川町
80 横 手 )1 秋田県横手市二ノ口
81 丸 子 JI 秋田県大鶴市黒瀬
82 雄 物 )1 秋田県大幽市花館
83 用 水 E伊 秋田県大幽市花館
84 雄 物 )1 秋田県仙北郡西仙北町刈和野
嘗 /f 1 
u 1 1 
85 維 物 JI 秋田市四ツ小屋
86 用 水 路神 秋田市泉
87 子 吉 JI 秋田県由利郡由利町
1 /f 1 




1944. 4-1955.4 23 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1955. 5-1956.4 12 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 9 
1942. 5-1943.3 10 
1955. 5-1956.4 12 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 5-1943.3 10 
1955. 5-1956.4 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 10 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1955. 5-1956.4 12 
1972.10-1973.9 12 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 4-1943.3 1 
1942. 7-1943.6 12 
1972.10-1973.9 12 
I 1954. 5瓦ふ什 6
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ぬ|河川名 | 採水 場
89 羽 黒 JI 山形県米沢市上花沢羽黒川橋
90 松 JI H 相生橋
91 鬼 商 JI 山形県米沢市館山大得町
92 白 JI 山形県西置賜郡飯豊町
93 松 JI 山形県長弁市下伊佐沢
94 最 上 )1 山形県西置賜郡白鷹町
95 須 JI 山形県東村山郡山辺町
96 寒河江川| 山形県寒河江市白岩町
97 最 上 JI 山形県村山市河島
嘗 1 山形県村山市西郷
98 丹 生 )1 山形県尾花沢市荻袋
9 国 JI 山形県最上郡舟形町
1∞ 鮭 JI 山形県最上郡鮭川村 ・
101 最 上 )1 山形県飽海郡松山町山寺
" 1 棺
102 赤 )1 山形県鶴岡市大宝寺





1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.4 12 
1972.10-1973.9 12 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.3 6 
1954. 5-1955.5 6 
1954. 5-1955.4 12 
1972.10-1973.9 12 
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430nmの吸光度を日立分光光度計 101型で測定する. なお Si02の含有量の少ない場合
は，モリプデγプルーに還元してその呈色を 700-810nmの聞で測定する.
PO‘-P: 1942年-1960年の聞はそりプデン酸アシモニウム溶液と塩化第一スズ溶液に






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なかでも高松川(採水地点 No.75.以下同様〉と須川 (95)が pH3.0で最も強い酸性を示
し，ついで pH3.7の荒川1(6)， 3.8の長瀬川 (57)，4.2の玉川 (69)，4.7の北上川 (2む
などが代表的な酸性河川である.一方 pHが高い河川はアルカリ度 (CaCOs)の高い岩手
県東部の河川に多<.pH 7.5の気仙川 (26)，7.4の長内川(19)，7.3の盛川 (25)，7.2 
の久慈川(18)，安家川 (20).稗貫川 (30)，猿ケ石川1(31)， それに7.3の十和田湖 (11)
などが7.0以上を呈していた.
今回の分析結果ではほとんどの河川が前回よりわずかに低い値であり，北上川 (28)，
































3.9 mgjtであ って， ほとんどの河川が前回より 高い値を示し，只見川 (60)，子吉川
(87)，雄物川 (76)のみが低い値であった.
(3) Mg 
前回の分析結果では， 0.7--7. Omgjtの間にあって， 0.7--2. 9mgjtの範囲を示す河川
が全体の約90%を占めていた.Mg含有量の最高値は小川原湖(10)の7.0mgjt.ついで
酸性河川の 高松川 (75)の 5.4mgjt.宮城県松川 (47)の4.7mgjt.小坂川 (61)の
4.4 mgjtが高い.逆に花樹岩地帯を水源とする川水には低い傾向が認められ， 最低値は
盛)1(25)および摺上川1(56)の0.7mgjtで，その他1.0 mgjt以下を示す河川は浅瀬























































前回の分析結果では O.42-2. 93 mg/ lの間で， 0.80-1. 2 mg/tを中心に0.4-1.6 
mg/tの範囲を示す河川が全体の 90%を占めていた.K含有量が最高値を示したのは，
Mg，Naと同じく小川原湖(10)で 2.93mg/lを示し， ついで酸性河川の須川 (95)の
2.79 mg/l.長瀬川 (57)の2.17mg/l.高松)1(75)の 1.85mg/lで，その他1.4 mg/l 
































が高含有量を示していた. 一方， 0.02 mg/t以下の地点は調査した 101ヶ所のうち 20ケ
所をかぞえ全体の約1/5を占めており，特に大槌川 (23)，碁石川 (44)では検出されず，







今回はじめて分析した成分であるが， O. 022-0. 077 mg/ tの範囲にあり， 0.03-0.06 
mg/tの聞に最も多く集まっている.Sr含有量の最高値は平川(3)の0.077mg/tで，つ
いで阿武隈川 (54)の0.074mg/t，北上JI(28)，阿武隈川 (48)の0.071mg/tなどが高
い値で，一方，只見川 (60)の0.022mg/l，子吉川 (87)の 0.025mg/t，田沢湖(70)の
0.026 mg/t，大川(59)の0.029mg/tなどが低い値を示している.
(8 ) アル力リ度 (CaCOa)
前回の分析結果では 0-54.2mg/tの聞で， 15-20 mg/tの範囲に中心があるが，東北
地方には強酸性河川とアルカリ度 (CaC08) の高い河川が共存するため，かなり広い存在
範囲を示している.最高値は長内)fI(19)の 54.2mg/tであり， 27 mg/t以上を示す河川




























































































今回の分析の結果， 0.01-0.20 mg/lの間であるが， 0.02 mg/lまたはそれ以下を示
す河川が約40%を占め， 0.05 mg/l以下に70%が含まれる.阿武隈川中流〈臼〉の 0.20
mg/lが最も高く， 阿武隈川下流 (48)，追川 (39)，田沢湖 (70)などが 0.11mg/l以
上の高い値を示している.また，久慈JI(18)と猿ケ石川 (31)の 0.01mg/lが最低で，
その他，奥入瀬川(12)，馬淵川(14)，閉伊川 (22)，雫石川 (29)などが 0.02mg/lの
低い値であった.
(12) Si02 
前回の分析結果によると 9.6-49. 6 mg/ tの聞であるが， 10-25 mg/tの範囲に全体の
約80%が集中している.地質年代の新しい火山を水源とする五戸川(13)の49.6mg/t 
が最も高く，ついで松川 (47)の 38.7mg/l，奥入瀬川(12)の 38.6mg/t，荒川 (6)の
36.8mg/lなどが高い値を示し，逆に田沢湖(70)の7.5mg/l，赤川(102)の9.6mg/l，






































隈川 (48)の1.11mg/tが今回の最高値で， 胆沢川 (35)， 田沢湖 (70)の 0.06mg/t 
が最も低い値であった.
(15) N02-N 





前回の分析結果では O.02-0. 18 mg/ tの聞で， 0.05 mg/t以下の波度の河川が全体の
約60%を占めていた.秋田農試の用水路 (86)の0.18mg/t， 阿武隈川 (48)，岩木川
5巻(1976) 121 
(2)の0.11mg/l，気仙川 (26)，北上川 (28)の0.10mg/tが高く，逆に荒川 (6)，久

















































前回の結果では 2.0~355 mg/ tの間であるが， 2~8 mg/tに全体の 50%近くが集中
し， 2~14 mg/tに80%が集まっている.小坂川 (61)の 355mg/tが最高で，ついで馬
淵川(14)，北上川上流 (28)，皆瀬川 (78)，最上)1(97，101)， 五戸川(13)，新井田川
(15)が35mg/t以上の高い値を示した. 一方，玉川 (72，74)，田沢湖 (70)，猪苗代湖






今回の分析結果では， O. 86~25 mg/ lの間で， 最上川中流(97)，北上川上流(28)，子
吉川 (87)，最上川下流(101)などが 20mg/l以上の濁度の高い値を示し，猪苗代湖(58)，
閉伊川 (22)，田沢湖 (70)，久慈川(18)，雄物川上流 (76)，猿ケ石川 (31)，米代川中流
(65)が 5.0mg/l以下の低い値を示した.
V.考察
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一":'S04+CI ? ?? ??? ? ?? ??

























































(lhlility] = -1.35 (SO.J+91.4 



















(SO，J +91. 4 (( J'内は当量%，以下同様)， 相関係数 γ=ー 0.993であった.またアル
カリ度と CIとの聞にも逆相関がみられ[アルカリ度J=ー 3.3(C1] + 117，γ=ー 0.951で
あった.そして SO，と Clとの聞には第7図に示す様な正相闘がみられ (CIJ= 0.35 


















































Ca. Mg. Na. K. Sr.アルカ
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55巻(1976)
例して変動する様子が認め
られるが， pH， COD， F， Fe， 




































































の聞の関係を検討した結果，第10図に示すように.Ca. Mg. Na. K.アルカリ度.SO‘' 
Cl. Si02• 溶解性蒸発残留物の各流送量は流量とほぼ同様の季節的変動を示し，流量が最大
になる融雪期の4月に最も多量で，流量が最少になる渇水期の7月. 8月に最も少なくな
る.しかも各成分の流送量と流量との聞の相関係数はそれぞれO.93. O. 85. O. 91. O. 89， 
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1956年 5月〉採水の1∞ヶ所(小川原湖(10)を除く)について Ca，Mg. Na. K.アルカリ度，
第 3表 東北地方の河川水中の主要成分濃度聞の相関係数
(1942年4月-1956年5月採水) (n=1∞) 
Ca I Mg I Na I K IうおoJISα I Cl I 叫
Ca 0.52柿 l0.02 0.34** 0.004 0.68抑 0.05 0.30** 
Mg 0.42柿 0.61" -0.45・ 0.70柿 0.66** 0.33・事
Na 0.52** 0.02 0.24・ 0.45・e 0.25* 
K -0.24・ 0.64*. 0.52紳 0.51・e




** 1 %水準で有意、 ・5%水準で有意 注〕 小川原湖 (10)を除く
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SO，. Cl， Si02 の相互間の相関
係数を第3表に示す.その結 ." 
果. Ca-Mg. Ca-Kω04， (m;/l) 
Ca-Si02• Mg-Na. Mg-K. Mg- 情
SO.. Mg-Cl. Mg-Si02• Na-K. 
Na-Cl. K-SO・.K-Cl. KーSi02 •SO，-Cl. SO.-Si02 (以上1%水



































[吋=191 (8r)+ 1.2 
r = 0.16 







考えられる. 今回初めて分析した Srに関して Sr-Caの関係を求めたところ， 有意な相
闘が認められたので両者の相関図を第17図に示す.回帰直線の方程式は(Ca]= 197[Sr] + 





X Y Z 重回帰式 |重相関係数
Na K Mg Z=0.042X+ 1. 3 Y+O. 3 0.62* 
Mg Ca SO. Z=14.4X+2.9Y-30.8 0.79・
SO. C1 Mg Z=0.018X+0.061 Y+O. 98 0.83・
Na Cl Mg Z=0.043X+0.075Y+0.91 0.68・
K SO， Mg Z=O. 64X +0.018 Y + O.87 0.73・
SO， Cl アルカリ度 Z=ー O.17X-O.35Y+23.2 0.57・
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今回の分析結果(地点48，54)では前回に比べ，人為的な廃棄物である Na，C1. PO.-p， 




















































































































































示しており，岩木川 (2)，平川 (3).阿武隈川(48.54).大川 (59)がし、ずれも1.8. J馬淵
)(1(14).白石川(46).米代川(63)が1.7の高い比を示した. Naも前回に比べ高い傾向
を示す河川が多く.0.84-3.0の濃度比の範囲を示し，阿武隈川(54)の3.0を筆頭に，平
)1(3)の2.1.阿武隈川 (48)の2.0. 白石川 (46)の1.7が特に高い値を示している.K










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で，成分別にはCa.Mg. Na. K.アルカリ度， SO" Cl. Si02• PO，-P. NOa-N. NH，-N.溶
解性蒸発残留物，懸濁物である.逆に低い傾向を示す成分は pH.Feのみであった.この
傾向は次表の各成分の分析値の平均の比較にはっきりと表わされる.
1 pH I Ca1叫h 1 K 1 ぺL議思eζ';Jド州|ド内門州S叩叫刈O山ペ‘イ1Cl 1ド凶同州臼叩叫i氾ぬO白引21町ドいO仇削吋s刈N
:z引:副出iほ比同:口司:1;ll;:川川;1れれ収川!H比M1;:司1|::刊山山巾山1引引刊れわいU::口ロ:2;|H: : (1l :;:1| ;;::::1:1い山川1~は同刈1;よぷ司;;口刊::1;1|; : : (K:: : ;[ : : c l::  11 : ; 
各河川 (30ケ所〉の主成分の濃度が前回と今回の調査時においてどの様に変化している
かを数値的に表わす試みとして， Ca. Mg. Na. K.アルカリ度， SO，. Cl. Si02の8成分の
濃度について次式により計算値を求め，その値を変動指数として第5表の右端に示した.
変動指数=4J4l(Xi)Tー (Xi)!xl∞Yn'i~l\ (沼津 / 
但し CXi)p……前回の分析値
(Xi)T....・・今回の分析値
x・H ・H ・..Ca.Mg. Na. K.アルカり度， SO，. Cl， Si02 
従って n=8
変動指数が最も大きい河川は阿武隈川 (54.48)であり，ついで平)1(3).北上川 (28)，





次に栄養塩類の変化について検討するために， 栄養塩の PO，-P.NOa-N. NH，-Nの分
析値を用いて，各河川の富栄養化の度合を数値的に算出した.すなわち河川，湖沼水の富
栄養化の目安とされている P0.02 mg/l. N 0.15 mg/lcmを用いて次式より計算値を求
め，その値を富栄養化指数とした.なお N02-Nは濃度が低いことと，前回分析を行って
いないため計算から除いた.
= PO，-~c，.~g/l) + NO.-N(mgjl)"!"!'lH.-N(mg/l) 富栄養化指数一 0.02 0.15 
富栄養化指数の計算結果は第6表の通りで，今回高い指数を示したのは主成分の変動が
最大であった阿武隈JI(54.48)の15.4と10.9を筆頭に，平)1(3)の9.8. 白石川1(46)の
6.4.最上川 (97.101)の 6.4，4.0，馬淵川(14)の 5.1，北上JI(28. 33. 37)の3.5-5.7
などで，汚染の影響を受け難いと考えられる大河川さえも大きな値を示しているのが目立
つ.前回に比べ今回富栄養化の進んだ河川は白石川 (46)，平JI(3)，阿武隈川 (48.54)， 
5巻(1976) 139 
第 6表 東北地方の河)1;水の富栄養化指数
No.1河川名 |前回|今回 |今品川|河川名 |前回 |今一司宵白
2 岩 木 JIl 1.5 3.0 2.0 48 阿武隈川 3.8 10.9 2.9 
3 平 JI 2.5 9.8 3.9 54 阿武隈川 4.5 15.4 3.4 
6 荒 川(堤JI) 1.3 3.3 2.5 58 猪首代湖 0.6 1.3 2.2 
12 奥入瀬川 1.8 3.6 2.0 59 大 )1 1.3 3.8 2.9 
14 .馬 淵 )1 3.3 5.1 1.5 60 只 見 )1 1.2 0.7 0.6 
18 久 慈 JI 2.1 1.3 0.6 63 米 代 )1 0.9 2.2 2.4 
22 閉 伊 )1 1.4 1.5 1.1 65 米 代 JI 2.2 3.6 1.6 
28 ~t 上 JI 2.9 5.7 2.0 70 回 沢 湖 0.7 0.5 0.7 
29 雫 石 )1 1.3 1.4 1.1 76 維 物 JI 1.0 3.8 3.8 
31 猿ケ石 )11 1.5 2.5 1.7 84 雄 物 )1 1.7 2.6 1.7 
33 オヒ 上 JI 2.3 4.1 L.7 87 子 吉 )1 0.6 1.0 1.7 
35 胆 沢 JI 0.9 0.7 0.8 89 羽 黒 JI 4.3 
37 北 上 )1 2.3 3.5 1.5 97 最 上 )1 5.9 6.4 1.1 
39 迫 JI 1.5 1.5 1.0 101 君主 上 JI 2.3 4.0 1.7 
40 江合JIC荒雄川) 1.4 1.2 0.9 102 赤 JI 1.0 1.5 1.5 
























らの影響を受けて荒川1(6)，北上)1(28)， ニ迫川 (38)，長瀬川 (57)，玉川 (69)，高松川
(75)，松川 (90)，須川 (95)など全国でもまれにみる強酸性河川が多い.前回および今回
の分析結果を通じての全般的な河川水質は次のようである. pHは6.4-7.4，Caは4-
12 mg/I. Mgは0.7--3.8mg/l. Naは4-10mg/l.Kは0.4-2.0mg/l. Feは0-0.40
mg/l. Srは0.03-0.06mg/ l.アルカリ度(CaCOa)は0-35mg/l.SO‘は1.7-40mg/l. 
Clは2-16mg/l. Fは0.01-0.05mg/l. Si02 は10-35mg/l. PO.-PはくO.∞3-














など日本海側の河川には Caが少なく Mgや Na+Kの割合が比較的高かった.
次にSO./アルカリ度の比は新第三紀層を水源とする， 特に秋田県の各河川において著
しく高いことが判明し，また Na/Kも同様の傾向が認められた.
(4) 河川水質の季節的変動を米代川について調べたところ， Ca. Mg. Na. K.アルカ














除く)については， Ca-Mg. Ca-K. Ca-SO.. Ca-Si02• Mg-Na. Mg-K， Mg-SO.. Mg-Cl， 
Mg-Si02• Na-K. Na-Cl， K-SO.. K-Cl. K-Si02• SO.-Cl. SO.-Si02 (以上1%水準で有






Mg. K， SO. Si02 • 溶解性蒸発残留物が減少する一方， pH.アルカリ度は上昇し，人為的影
響とみられる Naと CIが増加する傾向がみられた.阿武隈川では上流から流下するにつ
れて， Ca. Na. SO.. Clなどが著しく増加する.米代川では中流部で SO.が増加するが下
流部では再びもとに近い水質にもどり， NaとClのみが次第に増加する傾向がみられた.
雄物川では上流部から下流部まで水質の変動が比較的少ない.最上川では中流部で須川の
酸性水の流入で SO..Cl， Na. Caなどが大きく上昇するが，下流部で再び平均的な水質に
もどる.
(8) 前回(1942年 4月....1956年 5月)と今回(1972年 10月....1973年 9月)に採水し
た河川について水質の比較を行ったところ， 成分別では Ca.Mg. Na， K.アルカリ度，





(102)，荒川 (6)，只見川 (60)，最上川1(97，101)，雄物川 (76，84)，閉伊川 (22)，久慈川
(18)，奥入瀬川 (2)，胆沢川 (35)である.
(9) 東北地方の河川水質と日本の河川の総平均水質とを比較したところ，前者は後者
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